
美川支所区長会連絡会との議会報告会で寄せられた意見について（令和５年６月協議） 

No 議会報告会での市民からの主な意見 議会報告会での担当班の回答 常任委員会での協議内容 

1 

 サーモンフィッシングに全国から２千人ほ

ど訪れており、重要な観光資源として、フグの

糠漬けと美川で獲れたサケを売り出していき

たいと思う。石川県水産総合センター生産部美

川事業所でサケを実際に見られるように要望

しており、加賀海浜産業道路ができた際は、ア

クセス道路があればよい。 

加賀海浜産業道路ができるときは、アクセ

スしやすい道路がないといけない。サケを実

際に見られるグラスボートのようなものを考

えていっても面白いと思う。 

①加賀海浜産業道路から石川県水産総合セ

ンターへのアクセスについて、令和５年３月

５日、加賀海浜産業道路手取川架橋区間の川

北町橘から能美市福島町間が開通しました。

市でも加賀海浜産業道路へのアクセス可能な

取付道路として、約 150メートルの整備を行

っています。この計画路線上には、県営手取

公園や石川県水産総合センターも隣接してい

ますが、既設の道路幅員も狭く交差しにくい

ことから、今後は湊地区で、国・県において

施工される西川、熊田川の河川改修事業に合

わせてルートなどを検討してまいります。 

 ②サーモンフィッシングの実施主体である

手取川サケ有効利用調査実行委員会では、昨

年度から美川地域の協賛飲食店で利用できる

割引券を発行し、美川地域での誘客促進を図

っているほか、市と美川商工会で連携しなが

ら、新たにサケの加工食品やサケ料理の開発

など手取川サケのブランド化に取り組んでい

ます。既に美川商工会では、ふぐの糠漬けを

中心としたふぐの親子料理も美川の新名物と

してＰＲしており、今後、地域振興につなげ

ていきたいと考えています。 



2 

 ①車両基地のビジターセンターは鉄道に興

味がある方や子供に人気が出ると思う。全国か

ら訪れた人を美川地域にうまく呼び込んでほ

しい。 

 ②観光資源が点になっていて、線になってい

ない。車両基地と美川地域との観光ルートを作

ることや、白山比咩神社とのタイアップも必要

ではないか。 

旅行会社とタイアップして、フグを加工す

る工場を見せたり、サケ釣りができるように

したりして、県外やインバウンドで来た人を

うまく回せるようにする必要がある。 

県観光連盟では、シェア観光団体等が旅行会

社の商品造成担当者等に対し、観光素材を提

案する石川旅行商品プロモーション会議を開

催しています。本市及び本市観光連盟はその

会議において、旅行会社に団体旅行向け、個

人旅行向けを分けて提案しています。松任、

美川、鶴来、白山ろくへつなげたコースのＰ

Ｒに努め、誘客につなげていきたいと考えて

います。また、令和６年春オープン予定の白

山市立高速鉄道ビジターセンターを拠点とし

て、近隣自治体と連携し、鉄道の魅力、新幹

線技術と周辺企業のモノづくりを合わせた産

業・観光につきましても、旅行商品化に向け

て取り組んでいるところです。 

3 

 ジオパークといえば手取川扇状地で、圃場

整備などによって、埋没林や流れが変わる前

の手取川の石がたくさん出てくると思う。美

川にも手取川を流れてきた安産石というもの

があり、そういったものを発信して学校の学

習や旅行に結び付けてはどうか。 

手取川の流れが変化してきたことによっ

て、島集落が形成された。そういったことを

物語にして発信していけば面白い取組ができ

ると思う。 

 ①市内の小中学校を対象に、ＳＤＧｓ白山

手取川ジオパーク推進事業や、ジオパーク遠

足推進事業等を実施しており、その中で、各

地域、流域の特色に合わせた水や石の学習を

行っています。美川地区の小舞子海岸では、

砂浜にある手取川水系の大地を構成する玉石

などを観察する学習を行うジオ遠足のモデル

コースも設定しています。今後も各事業を通

し、ジオパーク学習を幅広く行い、白山手取

川ジオパークについて理解を深めていきたい

と思います。 

 ②白山手取川ジオパークでは、小・中学校

のジオ遠足などフィールド学習に関わる学習

支援員や観光客を対象としたツアーに関わる



公認観光ガイドが、水の旅と石の旅をキーワ

ードに絡めて、手取川扇状地の成り立ちや地

下に大量に存在する石などについて御案内し

ています。今後も引き続き、扇状地上の石や

地形から知ることのできる大地の歴史やその

ストーリーを子供たちや本市を訪れた方々に

発信していきたいと考えています。 

4 

 町内 30 軒に高齢者が 70 名おり、60 代以上

が大半を占めている。さらに高齢者のみの世帯

が 20 軒ある。避難所運営マニュアルを頂いて

いるが、90歳近い一人暮らしの家もあり、避難

場所につれていくことも困難だ。町内を預かる

身として、実際避難させるとするにはどうした

らいいか指導していただければと思う。 

名簿情報は公開できない部分もあるので、

町内のオリジナルのものをつくるしかない。

高齢者の救助は隣同士で助け合うしかないの

かなと思う。 

 避難する際に支援が必要な方々を避難行動

要支援者と呼びます。健康福祉部局では既に

避難行動要支援者の名簿を作成しており、平

時の防災・防犯、見守り活動、また災害時の

支援活動に活用していただくため、民生委員

や社会福祉協議会、白山警察署などのほか、

個人情報保護の観点から、協定を締結してい

ただいた町内会にも提供しています。災害発

生時の初動体制では、自助共助が特に重要に

なることから、この名簿を活用し、平時から

の防災訓練などに役立てていただくなど、有

事の際の避難行動に備えていただきたいと考

えています。 

5 

 ①８月４日の水害で、神幸町から公民館では

なく美川スポーツセンターに自主避難した際、

なぜ来たのかと言われた。災害の際は、市の施

設には職員を配置して対応すべきではないか。 

 ②８月４日の水害で、西米光町内で浸水しそ

うだったところがある。そういったところをも

う一度調査して、内水氾濫に関するハザードマ

ップを作成し、今後に生かしてはどうか。生産

━ 

 ①美川スポーツセンターを避難所として開

設した際には、地区支部職員として選任した

市の職員が２名で対応しておりました。しか

しながら、実際にこのような方がおられたと

いう事実はしっかりと受けとめ、今後の対応

に生かしたいと考えています。 

 ②今年度より土木課との協働により、洪水

ハザードマップの見直しに着手することとし



組合の関係で、用水の堰を取ってはだめだとい

うことも出てくるので、具体的に検証してほし

い。 

ています。ハザードマップの見直しでは、こ

の大規模河川、小規模河川の洪水による浸水

想定のほか、内水氾濫や津波による浸水想定

などの情報も表示したいと考えており、内水

氾濫についての調査分析を行うこととしてい

ます。 

6 

 子供の権利に関する行動計画について、10歳

（小学校４年生）ぐらいが低学年から人格的に

切り替わる時期で非常に大切であるので、その

年代の子供の声をもっとひろっていく手立て

を研究していくべきでは。 

行動計画ができたところなので、子供の意

見を聞いてイベントや企画を各課がこれから

考えていくところだ。 

子供の権利条例に基づき、子供がまちづく

りや市の施策に意見表明できる機会として、

中学２年生を対象に白山市子ども会議を毎年

実施しています。このような施策を契機に、

美川地域では、美川小学校の６年生が総合的

な学習の時間で、地域の課題である空き家に

ついて活用方法を考え、地域住民に向けて発

表しています。総合的な学習は、３年生から

６年生まで、段階的に地域のことを探求し、

主体的、協働的に学習に取り組み、積極的に

社会に参画することを目標としています。 

7 

 歩行が困難な理由等でめぐーるに乗れない

人がいるので、タクシー代の補助金を出すこと

などを検討しては。 

━ 

市では、公共交通機関での外出が困難な高

齢者と障害者の生活圏の拡大、健康福祉の向

上を目的として、要援護高齢者外出支援事業

と障害者福祉タクシー利用料金助成事業によ

り、タクシーの初乗り運賃に相当する助成券

を１人当たり１か月につき３枚支給していま

す。さらに、一般的なタクシーも御利用がで

きない高齢者や障害者に対しましては、車椅

子等利用者外出支援事業により、乗車１回当

たり 1,000円を上限とする助成券を１人当た

り１か月につき４枚支給しています。 



8 

 通学路について、交通規制を厳しくしてほし

い。美川図書館付近の幹線道路はスピードを出

す車がいて危険なので、学校付近にはスクール

ゾーンを設けてはどうか。 

横断歩行者注意喚起灯が試験的に設置され

ている。スクールゾーンについては検証して

いく必要があると考えている。 

本市では、国県などの道路管理者、白山警

察署、ＰＴＡ、学校関係者などの関係機関で

構成された通学路安全推進会議があり、通学

路上の危険な箇所の情報を共有し、改善につ

なげる協議を行っています。美川図書館付近

の幹線道路にスクールゾーンを設けることへ

の御提案につきましては、通学路安全推進会

議におきまして、スクールゾーンが適切なの

かを検討させていただきます。関係機関での

検討と併せて、地域住民の方の生活への影響

も勘案し、意見をまとめた上で、警察署へ申

出し、警察から県の公安委員会に申請するよ

うな手続きとなります。 

9 

白山市はパートナーシップ制度を認めてい

るが、まだ周知が足りない。特に子供たちに

対する教育が必要ではないか。 

━ 

 学校では人権週間や社会科の憲法について

の学習などで、人権概念やジェンダー平等な

どの理解を深めています。その中で、市が取

り組んでいるパートナーシップ制度について

触れることも人権学習として非常に効果的と

考えています。一方で、パートナーシップ制

度については、児童生徒の実態や発達段階、

学校生活での具体的場面に沿って取り上げる

テーマを検討し、バランスをとりながら、理

解していくことが大切だと考えています。 

10 

 多くの外国人が地域に居住しているので、外

国人の日本語教育や、住民の多文化共生に対す

る理解を深めるために、教育や交流の場を設け

てほしい。 

 若い世代は機会をつくってもあまり参加し

てくれないので、地元の力を借りて巻き込んで

いってもらう必要がある。 

 

 市国際交流協会が運営する国際交流サロン

では、外国人を対象に生活のための日本語教

室を開催し、日本語習得の支援を行っていま

す。また、移動手段がなくサロンに来ること

ができない方、子育て中で外出が難しい方な



 

 

どに対してはオンラインで授業を実施してお

り、利便性が高いと好評を得ています。さら

に、多文化共生や国際交流の様々なイベント

を開催しており、国籍や文化の違いを超えた

交流の場となっています。市としてもこれら

の活動を支援するとともに、多くの方に御参

加いただけるよう周知を図ってまいります。 

11 

 地域交流センター「よろーさ」や市内文化会

館において飲食が可能とならないか。 

━ 

 ①地域交流センターよろーさは、市民の交

流や触れ合いの場であり、老人福祉施設緑寿

荘を移転し、子供から高齢者までの多世代交

流を想定しています。施設内での会議室等に

おいて、お弁当を食べることやお茶を飲んだ

りするということは可能です。市民の皆さん

には、施設を大いに活用していただきたいと

考えています。 

 ②市文化会館条例では、市民の教養の向上

及び、芸術文化の振興を図ることを目的とし

て設置しており、使用にあたっては、市文化

会館条例施行規則により、所定の場所以外で

の飲食や喫煙をしないことなどの使用遵守事

項があります。引き続き、使用にあたって

は、遵守をお願いします。 



市民活動集団カムカム弾との議会報告会で寄せられた意見について（令和５年６月協議） 

（テーマ） 

・結婚から産前産後、子育てについて 

 

No 市民活動集団カムカム弾からの主な意見 常任委員会での協議内容 

1 

定住促進支援制度について、白山ろく地域の空

き家をリフォームすることを検討したが、費用は

新築と同程度かかることが多いにも関わらず、空

き家改修の最大補助額は新築（白山ろく地域定住

奨励金）の半額の 50万円となっている。試算した

上で現在の金額になっているのか理由を知りた

い。 

空き家改修補助金につきましては、平

成 25年度に白山ろく地域の空き家対策と

して設立したものです。制度をつくる際

に、県内の他の自治体等を参考にしまし

て、金額を設定したもので、費用の２分の

１で、最大 50万円を補助するものです。

その後、平成 29年度からは市内全域に範

囲を拡大しています。令和５年度からは

所有者も対象とするということで、制度

を拡充したものです。 

2 

①少子化対策について、費用面での補助や支援

が目立つが、子育てや子供のいる生活や家庭が充

実して楽しいなど、子どもを産み育てる喜びを感

じられるような施策を充実させてほしい。 

②出産して子育てする中で、窓口に相談に行っ

ても有料のファミリーサポートを使ってほしいと

言われるが、地域で子供をみてもらえる制度はで

きないか。また、チラシを渡されるだけでは読め

ないので、健診の際でもファミリーサポートの紹

介などを行ってほしい。 

①市では、子供の健やかな育ちと、保護

者による、子育てを地域や社会全体で支

えていく環境の整備を目指し、子ども・子

育て支援事業計画を策定しています。主

な事業として、プレパパ・プレママ講座の

開催、一時預かり事業の充実、児童館・児

童センターの整備、子育てサークルの支

援、夜間の広域急病センターの設置など、

子供を産み、育て喜びを感じていただけ

るよう、白山市らしい子育て施策に取り

組んでいます。 

②ファミリーサポートセンターは、育

児の援助を行いたい方及び育児の援助を

受けたい方が会員となり、育児の相互援

助活動を通じて、地域全体で子供の子育

ての支援を行う制度です。健診の際に情

報が必要な方に対し、個別で案内をして

いるほか、市ホームページ、広報はくさん

や、はくさん子育て便利帳などでもご案

内をしています。 

3  行政には子育てや健診のカウンセラーがいると  検診にカウンセラーは出務しておら



思ったが、答えが返ってこない。対応が形式的で

冷たく感じるときが多い。 

ず、保健相談は保健師が担当しています。 

市では、いきいき健康課、子育て世代包括

支援センターをはじめ、各種相談機関が

連携し、寄り添い型支援に職員が懸命に

取り組んでいるところでございますが、

一対一の面談の中でこのように感じられ

たということで、改めまして、職員一同襟

を正し、お母さまやご家族に寄り添った

対応に努めてまいります。 

4 

 お母さんたちの関わり合いができる場（親子の

広場）があるのはいいが、みんな精神的に元気と

は限らず（子供が病気、障害、子育ての悩みで疲

弊している、不登校）、そういった親子を救うこと

のできる場所や仕組みが充実されればよい。 

市内では、育児や子育ての悩みを相談

できる子育てひろば、子育て支援センタ

ー、保育所や児童館などがあります。保育

士などの保育の専門職員が、内容に応じ

た相談を行っています。また、発達に関し

ては発達相談センター、障害に関しては

障害福祉課など、各機関と連携をとり、悩

みごとなどの相談に応じています。いつ

でも気軽に相談できる電話などでも相談

を行っています。 

5 
 不登校や学校に行きづらい子と親の相談窓口は

寄り添った対応をしてほしい。 

各学校に対しては、不登校や不登校傾

向の児童生徒、保護者の思いを聞き、寄り

添った対応を行うよう周知しているとこ

ろでありますが、市内の相談窓口につい

ても、再度、寄り添った対応を行っていく

よう、確認していきたいと思っています。

また、相談体制としては、各学校には、県

より任用されたスクールカウンセラーが

週に 1回配置されています。 

市といたしましては、中学校に派遣相

談員を７名、市の教育センターにスクー

ルソーシャルワーカー２名、臨床心理士

１名、子供総合相談室に臨床心理士 1 名

を常駐させ、児童生徒に加え、保護者が速

やかに相談できる体制の充実に努めてい

ます。なお、各家庭においては、教育相談

リーフレットを配布し、周知を図ってい

るところでございます。 



6 

 小学校の授業で、答えた児童の意見に同意する

フレーズ（同じです、そう思いますなど）を、児

童みんなで言ったりするが、違う意見を持った子

が自分の考えに自信が持てなくなり自己否定に陥

るのではないか。 

小学校では、共感的な人間関係づくり

の視点から、相手意識を持って、自然に自

発的な反応をすることを目指し、段階的

に、聞くことの指導を行っています。以前

は、「同じです」「そう思います」という反

応が多く見られましたが、最近では、「付

け加えがあります」や「他の考え方があり

ます」、「他の方法があります」、「違う意見

があります」など、反応もいろいろ増えて

きています。また、授業づくりにおいて

は、多様な考えを認め、失敗の許される授

業、どの子の考えも大切にされる授業を

目指し、努めているところです。 

7 

 学校給食について、能美市、加賀市は無料化と

なっている。他市を見習い、ぜひ給食費の無償化

を実現してほしい。地産地消も重要だ。 

継続的に多額の費用を要する取り組み

であり、財源確保が課題となっています。

事務事業の見直しを行い、財源確保につ

いて検討しているところであり、実現に

向けて道筋をつけるべく取り組んでいき

ます。地産地消と食育につきましても、今

後も引き続き取り組んでいくこととして

います。 

8 

 学校における性教育は難しい面が多くあるが、

助産師や専門の講師に授業をしてもらったりする

ことは大変重要だ。性教育を通じて一人一人の理

解を深めることができるので、ぜひ授業をしても

らいたい。 

小学校中学校ともに、性教育について

は、保健体育や特別活動等の授業の中で、

教育課程に位置付けられ、授業が実施さ

れているところです。中学校や一部の小

学校の中には、助産師等、専門の講師を招

いての授業が実施されています。保護者

も参観できる学校もあります。小学校で

は、養護教諭が入って、各学年に応じた授

業を展開している学校もあります。今後

も性教育を通じて、科学的知識を理解さ

せることにとどまらず、自分や他者を尊

重し、思いやる心を醸成していきたいと

考えています。 

 


